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はじめに

　静岡県は日本のほぼ中央に位置し、東西 155 km、南

北 118 km、総面積は 777,870 haで全国 13番目の広さで

ある。北部には富士山や南アルプスの 3,000 m級の山岳

地帯が連なっており、東から南は相模湾、駿河湾、遠

州灘に面し、入り江や長大な砂浜など総延長 506 kmの

変化に飛んだ海岸線を有している。温暖な気候と約2,300 
mmの年平均降水量が育んだ森林が、県土の約 64%に

広がり、その面積は 498,213 ha で全国 16 番目となっ

ている。民有林のうち 59% は人工林で、その面積は

239,781 ha、蓄積は 74,440,000 m3 に及んでいる。

　県内の森林は 4つの計画区に分かれる。伊豆森林計

画区はかつて薪炭生産が盛んであった地域で、現在は

シイタケの生産地として名高く、広葉樹の割合が他の

地域よりも高くなっている。富士森林計画区は富士山、

箱根山、愛鷹山の山麓に、戦後植栽されたヒノキの人

工林が広がり、現在では有名ブランドの「富士ヒノキ」

の供給地となっている。ここでは、緩やかな地形を生

かした路網整備が進み、高性能機械を導入した林業が

行われている。また、駿河湾を臨む千本松原には、飛砂、

高潮の害、強風等の災害を未然に防ぐクロマツ林が広

がっている。静岡森林計画区は北部の大井川源流部に南

アルプスの高山帯や亜高山帯をかかえ、広大な天然林

が広がっている。南下するにしたがいスギやヒノキの

人工林が増え、急峻な地形の中で架線集材を中心とし

た素材生産が行なわれる地域である。天竜森林計画区は、

実業家であった金原明善翁による植林事業が明治時代

に行なわれ、全国的にも有名なスギ、ヒノキの人工林

が広がっている。天竜川の下流域では、豊富な森林資

源を活かした木材関連産業が発達しており、遠州灘海

岸にはクロマツを主体とした海岸林が形成されている。

　各計画区で特徴ある林業を行なっている静岡県では、

現在は年間 200 ha前後の造林面積であるが、最盛期の

1954年度には 11,120 haの造林が行なわれていた。この

年代には、1957年に林業試験場（現農林技術研究所森林・

林業研究センター）が、1959～ 1963年には県内 3ヶ所

に育種場が設置され（1ヶ所は 1999年に廃止）、以後の

林木育種研究や事業を担ってきた。その結果、スギは

1986年に、ヒノキは 1994年に県産種苗の 100%が精英

樹由来の育種苗となった。戦後に植栽され、その後は育

種的に改良されてきたスギやヒノキの人工林は、現在で

は 8割以上が利用可能な林齢を迎えており、その活用と

伐採後の再造林を促進させるために、県では 2012年度

から「ふじのくに森林・林業再生プロジェクト」を展開し、

県産材の需用と供給の一体的な創造に取り組んでいる。

この中では、優良な県産材等を使用した住宅への支援、

公共建築物等での県産材利用の促進、製材加工施設の

整備、住宅部材の開発等を行っている。また、森林施

業の集約化や路網整備、低コストで木材を伐採・搬出

するシステムの普及、合板工場への原木の直送体制の

確立などにも取り組み、木材生産量年間 500,000 m3 の達

成を目標に、施策や事業を展開している。

主伐後の低コスト再造林

　県産材の供給と活用は、現状では利用間伐によると

ころが大きいが、利用間伐だけでは、伐って、植えて、

育てて、利用するという森林資源の循環利用サイクル

が停滞するという問題がある。今後、さらに県産材の

生産量を増大させていくためには、生産性が高く、林

齢の平準化にもつながる主伐（皆伐）の推進が必要で

ある。しかし、現状では主伐後の植栽と育林、獣害対

策等におよそ 345万円 /haの経費が必要であり、伐採に

よって得られる収入 260万円 / haを大きく上回ると試算
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され、主伐が進まない要因となっている。この状況を

打開するために、再造林においてのコスト削減は、静

岡県のみならず我が国の林業再生にとって緊急の課題

となっている。そのため、静岡県独自の競争的資金「新

成長戦略研究」で 5年間のプロジェクト研究を進めて

いる（袴田ら 2014a）。この課題では、低コスト再造林

において高い割合を占める初期育林経費を抑えるため、

下刈り回数の低減につながる初期成長を重視し、他の

形質にも問題がない優良系統の選抜を進めている。ま

た、裸苗よりも植栽効率が優れ、植栽可能期間が長い

という特徴から低コスト再造林に貢献できると期待さ

れるコンテナ苗の育苗技術を改良するとともに、伐採、

地拵え、苗木運搬、植栽を連続して行うことで低コス

ト化を実現させる一貫作業システムの実証調査を行っ

ている。さらに、坪刈りや低密度植栽も併せて検討し、

造林経費の低コスト化を検証している。

　このうち林木育種分野では、交配苗を植栽した試験

林や第一世代精英樹の次代検定林からの優良個体の選

抜を進めている。次代検定林や 1980年代に静岡県産の

スギやヒノキの精英樹を交配･植栽した試験林での評価

はこれまでにも進めてきたが（井出 1981；井出 1984；
袴田 1999；山本 2002；伊藤・袴田 2013）、周智郡森町

に設定した試験林からは 2013年に林野庁が定めた成長

に係る特性が特に優れた「特定母樹」の基準を満たす 3
個体が得られ（山田 2015）、2015年 10月に天竜 21号、

天竜 22号、天竜 23号として 3個体が「特定母樹」に指

定された（官報 6627号）。

　2012年春には静岡県産スギ精英樹の推奨品種同士で

（山本ら 2016）、2013年春には精英樹の F１や優良な第一

世代精英樹、無花粉の遺伝子を有する系統を親として

交配を行い、育成したコンテナ苗を林地に植栽して下

刈り回数の低減に貢献できる初期成長を中心に評価を

進めている（写真—1）。
　育苗分野では、コンテナ苗の実用化と普及に向けて

現地検討等を重ねる中で、メリットやデメリットが明

らかになってきた。比較的平坦な林地では専用の器具

で植栽効率が高まることなどのメリットもあるが（近

藤ら 2015）、現状では植栽後の成長について裸苗を上回

るとは限らず、育苗方法と植栽後の成長との関係を明

らかにすることが求められている。

花粉症対策の事業と研究

　大きな社会問題となっている花粉症の対策として、静

岡県内民有林面積の 55%を占めるスギやヒノキの人工

林を全て「花粉の少ない品種」に転換する等の長期的

対策にも研究と事業の両面から取組んでいる。

　1991～ 1997年には、静岡県産のスギ精英樹 51クロー

ンの雄花着生量について 5段階の指数評価を行った（近

藤・袴田 2000）。このような調査や林野庁が行った雄花

着花性に関する調査の結果から、関東育種基本区で少花

粉の 8品種が選定され、さらに静岡県で選定した 7品
種を合わせて花粉の少ない品種とし、2ヶ所の育種場に

ミニチュア採種園を造成した。2011年度から種子生産

が始まり、現状では 2016年春を目標に県内で植栽する

スギを全て花粉の少ない品種へ転換することを目標と

している。また、2015年度には農山村地域整備交付金

を受けた花粉症発生源対策促進事業において、花粉症

対策苗品種のスギコンテナ苗を県内5箇所に合計で7,000
本以上植栽した。一方、花粉症対策として非常に有効

な無花粉スギについては、静岡県産精英樹大井 7号と

富山県の不稔系統、神奈川県産精英樹、東京都産精英

樹の交配によって作出した雄性不稔個体で採穂園を造

成し（0.06 ha、198本、2014年 3月 25日指定）、クロー

ンの評価を行っている。

　静岡県の民有林では、スギ林の面積 102,304 haに対し、

ヒノキ林面積が 123,006 haと上回っていることから、ヒ

ノキの花粉症対策も重要である。そのため、ジベレリン

処理による着花性評価を行い、県産ヒノキ精英樹 26ク
ローンのうち、4クローンを少花粉ヒノキとして選抜し

た（山本ら 2005）。このうち、富士 6号と大井 6号は関

東育種基本区で少花粉品種として選定されている。これ

写真− 1　下刈り回数の低減につながる初期成長に優

れるスギ候補木
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らの県内産とともに県外産の品種も含めた少花粉ヒノ

キの採種園の造成は 2013年度から始まっており、将来

的には 40万本の苗木を生産する計画になっている。そ

の一方で、採種園での園外花粉の問題以外に、ヒノキは

ジベレリンによる着花誘導がスギよりも難しいとされ、

種苗生産における採種園形式が十分に機能しないこと

が懸念される。そのため、福島県、埼玉県、岐阜県と

ともに少花粉の性質を母樹からそのまま引き継ぐこと

のできる挿し木増殖の研究にも取り組んだ。冬季に挿

し床の加温で発根率が高まること、挿し穂のサイズが

発根率に影響すること、挿し穂基部の返し切りは必要

ないこと、8月の施肥により発根量が増加し、苗の成長

が高まることなどの技術的な改良点を明らかにした（袴

田ら 2014b）。

海岸防災林整備への貢献

　東日本大震災以降、海岸防災林では飛砂防備、防風、

潮害防備などの従来機能に加えて、津波被害軽減効果

を高めることも求められるようになり、2013年 6月に

県は「静岡県海岸防災林における森林整備方針」を策

定した。機能を高めるためにクロマツの林帯を設ける

ことが必要とされている中で、依然としてマツくい虫

の被害が続いており、その防除費の縮減を図ることを

目的に、新たに植栽する苗は抵抗性クロマツを用いる

方針となっている。

　静岡県では、早くから抵抗性クロマツ苗の育成に取り

組み、西南日本で選抜されたクローンで、1991年度と

1999年度にそれぞれ採種園を造成した。その後、母樹

の成長や種子の生産量（近藤 1998）、マツノザイセンチュ

ウ接種後の実生家系苗の生存率を調査するとともに（山

本ら 2003）、静岡県山林種苗協同組合連合会が 1999年
から抵抗性苗の生産を本格的に開始し、近年では接種

検定済の実生苗を年間 66,000～ 90,000本ほど出荷して

いる。しかし、夏季の接種作業が厳しいことに加えて

検定で平均 50%近くが枯死するため、効率的な検定方

法や抵抗性の強い品種の開発が求められている。そこで、

接種検定の効率を高めるため、苗の形態的な要因と接

種後の健全率との関係を調査し、苗高の大きい苗から

優先的に接種検定することで、生産性を高められるこ

とを明らかにした（Hakamata et al. 2013）。
　静岡県は全国有数の抵抗性クロマツ実生苗生産県と

なっているが、高まる需要に対して実生苗だけでは需

要を満たすことができないため、挿し木増殖にも取り

組んでいる（写真—2）。採穂台木の樹冠下部から採穂し

た挿し穂で発根率が高いこと、挿し穂の針葉の伸長と発

根量との間に有意な正の相関関係が認められることな

どが明らかになり（Hakamata et al. 2016）、これらの成果

を種苗生産者を対象とした講習会等で発表し、技術普

及を図った。種苗生産組合では 2015年春には約 40,000
本の挿し付けを行い、これまでに出荷された挿し木苗

は防潮堤にも植栽されている。

今後の取り組み

　再造林の低コスト化、花粉症対策、海岸防災林に加

えて地球温暖化対策や自然環境の保全などについても

林木育種に求められるニーズが高まっている中で、今

後取り組んでいく課題も多い。

　特定母樹による採種園の造成は 2016年度からの計画

となっており、スギは 2021年度からの出荷、ヒノキは

2024年度からの出荷予定である。しかし、園外花粉に

よる種子の品質低下や種子生産量の問題が懸念される

ため、これらの対策として、閉鎖系の採種園の活用、優

れた組み合わせでの人工交配の導入、種子生産性の評

価などを進めていく必要がある。新たに交配したスギ

は数年間の初期成長の評価を確実に行い、10数年経過

した時点で特定母樹やエリートツリーの基準で選抜を

行うとともに、成長や材質に関する幼老相関についても、

これまで以上に明確な解析結果を示したいと考えてい

る。

　花粉症対策品種にも園外花粉や種子生産量、品質の問

題があるため、その解決を図ることが求められる。母

樹の特性を直接引き継ぐためには挿し木増殖の選択肢

写真− 2　抵抗性クロマツの挿し木
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もあるが、静岡県での実績が乏しいため、発根能力の

高さだけでなく成長や材質、芯立ちの良さなどによる

品種の選抜が重要であり、生産コストについても検討

する必要がある。

　コンテナ苗については、現状ではメリットが生かし

きれておらず、民有林への普及を図るうえでは価格の

高さが妨げになることも考えられるため、今後は苗木

生産の低コスト化を目指した技術開発が必要である。

　抵抗性クロマツの接種検定後の生存率や健全率は、種

苗の生産性に直結するだけに、抵抗性の強い新品種に

よる採種園の整備とそこから得られる実生家系苗の抵

抗性評価が必要となる。そのため、国立研究開発法人

森林総合研究所林木育種センターが静岡県の林分から

選抜した新品種の評価も進めているところである。挿し

木苗の増産には、発根性の高い品種による採穂台木の

育成と、刈り込みによる萌芽枝の利用が有効であるため、

実生苗との生産コストの比較検討も含めて、事業展開

を視野に入れた研究を展開したい。

　以上のように、静岡県の森林･林業にとって林木育

種の担う役割は大きい。関係する試験研究機関や大学、

森林管理局・署、市町、種苗組合、林業事業体、林家

等とともに連携を深め、社会のニーズに対応していく

ことが重要であると考えている。
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